
6頁目
自分再発見
自立訓練の修了生紹介　市岡 智浩さん

葛藤(かっとう)する日々
私は19歳の頃に緑内障（りょくないしょう）を発症し徐々に視野狭窄(きょうさく)が進行し、二年前にほとんど見えなくなってしまいました。それからというもの外出や買い物、スマホやパソコンの簡単な操作など生活のあらゆる場面で他人の手を借りざるを得なくなりました。とは言え事実見えないのだから仕方ないと割り切ろうとする自分と、本当に一人でできないのか？やろうと努力してないんじゃないかと日々葛藤(かっとう)していました。特に妻にはこの行き場のない苛立ちをぶつけてしまうこともあり、余計みじめな気持ちになることもありました。

センターへの入所
「このままじゃいかん」と思い悩んでいた時に知り合いから自立訓練施設のことを聞きました。私はやるなら今だと決心し、家族と離れ四カ月間の入所生活を始めることにしたのです。
センターに入所してからまず与えられた課題は広い館内の地図を頭に叩き込むことでした。私はほぼ全盲なので視覚的な手がかりが一切なく、何度も何度も館内を歩き、時に迷子になりながら頭の中で地図を作っていきました。そこでまず実感したことは「本気になればできるようになるんだ」ということでした。館内を一人で動けるようになった私は体育館に筋トレをしに行ったり、息抜きに軽音楽室に行ったり、自販機にお茶を買いに行ったりできるようになりました。目が見えていた頃には当たり前だった好きな時に好きな所へ行くということがこんなにも嬉しいものかと感激しました。

一人で歩けるようになりたい
訓練については音声のみによるパソコン操作や視覚障害者用アプリの使い方、点字の読み書きやロービジョントレーニングなどどれも社会的自立に必要なものばかりでしたが特に印象に残っているのはやはり歩行訓練でしょうか。私が自立訓練を受けようと決めた大きな理由の一つに、一人で歩けるようになりたいという思いがあったからです。

自分再発見
最初は室内で白杖（はくじょう）をひたすら左右に振る練習から始まり、徐々に安全なセンター敷地内から交通量の多い街中へとステップを踏んでいきました。もちろん指導員さんが付いてくれているとはいえ見えない中音と白杖（はくじょう）から伝わる感覚だけで街中を歩くのは想像以上に神経をすり減らします。私は訓練が休みの日も恐怖感と戦いながらも一人で歩く練習を続けました。そんな時にふと目が見えない自分が一人で外を歩いているという現実に驚き、胸が熱くなったのを覚えています。

自立へのスタート
最後に将来に不安を抱えて入所してきた私たちに温かい心と情熱を持って指導してくださった指導員の皆様に心より感謝申し上げます。そしてどんな時も励まし合い、笑いあった自立訓練生の仲間と過ごした時間は私にとって宝です。さあこれからが自立への本番のスタートだ！

写真　上部　白杖（白杖）をもって公園に立つ市岡さん。
背後には木々の緑が映り込んだ美しい水面と青空が広がっている。

6頁目、以上です。
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